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1 概要 

1.1 このホワイトペーパーについて 

このホワイトペーパーは、Windows Server IoT 2019 for Storage Standard を搭載するランディスク
HDL-Zシリーズの SSDモデルを対象に、ワンランク上の NAS（ネットワーク接続型ストレージ）の活用方
法について解説します。HDL-Zシリーズの SSDモデルは、それだけでも高いランダムアクセス I/O性能を
提供しますが、このホワイトペーパーでは、Windows Server IoT 2019 for Storageの記憶域サービスを
活用することで、アプリケーションデータ（仮想マシンやデータベース）のための高性能な SAN（記憶域ネ
ットワーク）または SMB共有を準備する方法について説明しています。 

 

 
参照情報 

このホワイトペーパーのシリーズは、既に公開済みの以下のホワイトペーパーの続編です。このホワイ
トペーパーで言及している、Windows Admin Centerについては最新ファイルサーバー『3. 集中管理
編』、LAN の最適化については最新ファイルサーバー『1. インフラ編』、iSCSI については生産性向上
術『1. ファイルサービス編』で詳細に解説しています。 

Windows Server IoT 2019 for Storageで構築する企業向け最新ファイルサーバー（全 4編） 
1. インフラ編 ／ 2. 運用管理編 ／ 3. 集中管理編 ／ 4. ハイブリッドクラウド編 
🌐🌐 https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-04 

Windows Server IoT 2019 for Storageを活用した生産性向上術（全 4編） 
1. ファイルサービス編 ／ 2. クライアント PC管理編 ／ 3. ドキュメント活用編 ／ 4. リモートワ
ーク対応編 
🌐🌐 https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-08 

 

1.2 HDL-Zシリーズの SSDモデルについて 

Windows Server IoT 2019 for Storage Standardを搭載する HDL-Zシリーズ（HDL4-Z19SI3Aおよび
HDL2-Z19SATA）のラインアップには、2 ドライブ（HDL2-Z19SATA のみ）、4 ドライブ、4 ドライブラ
ックマウント（1U）の SSDモデルが用意されています。これらは、すべてのドライブが SATA接続の 2ま
たは 4 台のカタログスペック 960 GB SSD（ソリッドステートドライブ）ディスクで構成されており、工
場出荷時の構成のままで、SSDが得意とするランダムアクセス性能に優れた I/O性能を提供します。 

HDL-Zシリーズの通常の HDDモデルと新しい SSDモデルのどちらも、WindowsおよびWindows Server
が古くから備えている「ダイナミックディスク」のソフトウェア RAID機能によって実現されています。 

SSD×4 ドライブ構成のモデルは、工場出荷時の状態で約 100GB の OS ドライブ（C:）のパーティション

https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-04
https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-08
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がミラー（RAID-1）ボリューム、4 ドライブの残りのパーティションが RAID-5 ボリュームのデータ用に
構成済みです。この RAID構成により、1台のディスクに障害が発生しても、システムの破壊やデータを損
失することなく稼働し続けることができ、オンラインで故障したディスクを入れ替え、RAIDを再構築して
自動復旧することができます。 

 
図：4ドライブモデルの初期状態のパーティション構成。1台のディスク障害からシステムとデータを保護 

 

1.3 Windows Serverの記憶域スペースへの切り替えとその効果 

ダイナミックディスクの機能は実績はあるものの、レガシーな技術です。ダイナミックディスクの後継とな
る技術として、Windows 8およびWindows Server 2012からは「記憶域スペース（Storage Spaces）」
が標準搭載されました。 

記憶域スペースとは 

記憶域スペースは、複数の物理ディスクを束ねてプール化し、プールから必要な領域を「仮想ディスク
（Virtual Disk）」として切り出して使用する機能です。仮想ディスクには、次のような構成を行うことがで
き、容量と信頼性、性能に関して柔軟な構成が可能です。記憶域スペースは、特別なハードウェアを必要と
せず、ソフトウェア的に信頼性とパフォーマンスに優れた記憶域を提供できるのが特徴です。 

 回復性（シンプル、ミラー、パリティ）を備えたディスクレイアウト ･･･ 記憶域に信頼性および／ま
たはパフォーマンスを追加 

 シンプロビジョニング ･･･ 書き込んだデータの容量のみディスク領域を消費することによる使用効率
の向上 

 ライトキャッシュバック ･･･ 記憶域プール内で SSDが利用可能な場合、 SSDの領域の一部をランダ
ム書き込みのバッファとして利用することで、書き込み I/O性能を向上 



 

5│ 

 

 記憶域階層 ･･･ 安価な HDD（ハードディスクドライブ）と高速な SSD の組み合わせによる、容量と
パフォーマンスの最大化 

※HDL-Zシリーズの SSDモデルは HDDを非搭載のため、記憶域階層は利用できません 

 
図：記憶域スペースは、複数のディスクをプール化し、プールから仮想ディスクを切り出す 

 

HDL-Z シリーズの NAS は、工場出荷時はダイナミックディスクで構成されたソフトウェア RAID ですが、
「マルチディスクモード」に切り替えることで記憶域スペースを利用できるようになります。 

960GB（正確には 894GB）×4ドライブの SSDモデルの場合、3台の SSD（合計 2.62TB）で記憶域プー
ルを作成し、ディスクレイアウト「シンプル」で構成すると、スループットの最大化と容量の最大化（最大
2.62TB）を実現できますが、ディスク障害からは保護されません。 

信頼性を重視する場合はディスクレイアウト「ミラー」を選択します。この場合、利用可能な容量は最大
1.30TBに削減されますが、1台のディスク障害から保護されます。 

信頼性と性能をバランスする場合（推奨）は、ディスクレイアウト「パリティ」を選択します。この場合、
利用可能な容量は最大 1.74TBになり、1台のディスク障害から保護されます。 
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図：HDL-Zシリーズ 4ドライブ SSDモデルによる記憶域スペースの構成例 

回復性の種
類 

特徴 ディスク要件 960GB（実質 894GB）×4ド
ライブモデルでの最大容量、
耐障害性 

シ ン プ ル
（ストライ
プ） 

容量とスループットを最大
化、回復性なし 

1台以上の物理ディスク 3ドライブを記憶域スペース
で 構 成 し た 場 合 、 最 大
2.62TB使用可能、0台のデ
ィスク障害から保護（ディス
ク障害から保護されない） 

ミラー 一連の物理ディスクをまた
いでデータのコピーを 2 つ
（2方向ミラー）または 3つ
（3方向ミラー）保存。回復
性は向上するが、容量は削
減される 

1 台のディスク障害から
保護するためには 2 台の
物理ディスクが必要、2台
のディスク障害から保護
するには 5 台以上の物理
ディスクが必要 

3ドライブを記憶域スペース
で 構 成 し た 場 合 、 最 大
1.31TB使用可能、1台のデ
ィスク障害から保護 

パリティ 物理ディスク間でデータと
パリティ情報をストライプ
化（RAID-5 相当）。回復性
は向上するが、多少容量が
削減される 

1 台のディスク障害から
保護するためには 3 台以
上の物理ディスクが必要 

3ドライブを記憶域スペース
で 構 成 し た 場 合 、 最 大
1.74TB使用可能、1台のデ
ィスク障害から保護 

表：ディスクレイアウトと信頼性、性能の関係 
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アプリケーション用の記憶域として 

HDL-Zシリーズの SSDモデルを記憶域スペースで構成する場合、高い I/O性能を要求するアプリケーショ
ンのためのデータ格納域として活用できます。10GbEの高速なネットワークと組み合わせることで、iSCSI 
SAN（記憶域ネットワーク）または SMB 共有経由でアプリケーションに対して記憶域を提供できます。ア
プリケーションとは、Hyper-V や VMware などの仮想化インフラストラクチャ、SQL Server のデータベ
ースなどです。 

ReFSとの組み合わせでさらに信頼性を向上 

「ReFS（Resilient File System）」は、NTFSの後継として開発された最新のファイルシステムであり、フ
ァイルシステム自身にデータの回復性機能が備わっている上、非常に大きなデータセットのサポートや、I/O
性能が重視される仮想化されたワークロードに対応するさまざまな新機能が導入されています。 

NTFS は OS ボリュームやドキュメント用共有フォルダーなど汎用的な目的に適していますが、ReFS が提
供する可用性、回復性、およびスケールは高い I/O 性能を要求するアプリケーション用途に適しています。
また、Hyper-V仮想マシンに対する操作（チェックポイントの統合や容量固定仮想ハードディスクの作成）
を高速化する機能を備えています。 

ReFSの概要、および ReFSと NTFSの仕様や機能の違いについては以下のドキュメントを参照してくださ
い。例えば、ファイルの圧縮（NTFS圧縮）や暗号化ファイルシステム（EFS）、データ重複除去（Windows 
Server 2019でサポートされました）や BitLockerドライブ暗号化は利用できます。 

Resilient File System (ReFS) の概要 
🌐🌐https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/refs/refs-overview 

 

SSDモデル、RAID-5と記憶域スペースの IOPS比較 

SSD 4ドライブモデルの 3台の SSDで記憶域スペースを作成し、各ディスクレイアウトで作成した仮想デ
ィスク上のボリュームの IOPSを測定し、次の表にまとめました。 

IOPSは、ローカルドライブとしてのアクセス、10GbE LAN経由の iSCSIアクセスおよび SMBアクセスを
測定しました。また、参考として、SSD 4ドライブモデルの工場出荷時の RAID-5構成のデータボリューム
*2および RAID-1 構成の OS ボリューム*3、HDD 2 ドライブエントリモデルの工場出荷時の RAID-1 構成
の OSボリューム*4のローカルドライブとしてのアクセスの IOPSも測定しました。 

この測定結果からは、SSDモデルは HDDモデルと比較して、ディスクの種類の違いだけで圧倒的に優れた
I/Oパフォーマンスを提供できることがわかります。記憶域スペースの機能（1台のディスク障害から保護
されるパリティまたはミラーを推奨）を利用することで、ダイナミックディスクの RAID構成よりも同等ま
たはそれ以上の I/Oパフォーマンスを提供します。 

iSCSIや SMBのネットワーク経由でのアクセスについても、HDDのローカルドライブアクセスと比較して
約 50倍のパフォーマンスを実現しています。しかも、ダイナミックディスクの構成でどうしても生じてし
まう未割り当ての領域がなく、シンプロビジョニングにも対応できるため、ディスク領域を最大限に利用す

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/refs/refs-overview
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ることができるという利点もあります。 

SMB共有は iSCSIよりも優れた I/Oパフォーマンスを提供しますが、Active Directoryドメイン環境が必
須という制約があります。非ドメイン環境（ワークグループ環境）や、SMB共有の使用に対応していないア
プリケーション（VMware ESXiなど）では iSCSIを使用するといった使い分けをしてください。 

ディスクレイアウ
ト 

ディスク構成 
ローカルドライブ
アクセス 

iSCSI ア ク セ ス
（10GbE） 

SMB ア ク セ ス
（10GbE） 

シンプル（記憶域
スペース） 

SSD×3 113284.30 29325.80 33437.33 

ミラー（記憶域ス
ペース） 

SSD×3 119028.34 29410.05 33660.79 

パリティ（記憶域
スペース） 

SSD×3 228775.63 28529.72 34058.56 

RAID-5（ダイナミ
ックディスク）*2 

SSD×4 118431.78 － － 

RAID-1（ダイナミ
ックディスク）*3 

SSD×2 138204.90 － － 

RAID-1（ダイナミ
ックディスク）*4 

HDD×2 616.21 － － 

表：記憶域スペースとダイナミックディスクの IOPSの比較 

この IOPS測定結果は、マイクロソフトが提供するベンチマークツール DISKSPDを、以下のドキュメント
で説明されているのと同じパラメーターを使用してローカルドライブ、iSCSI LUN、SMB 共有のパスに対
して実行したときの Total IOの I/O per sの値を示しています。iSCSIおよび SMBアクセスの I/Oパフォ
ーマンスは、LANの帯域以外にもアクセス元の PCのスペック（コア数や物理メモリ容量）の影響も受けま
す。そのため、この測定結果は参考値としてご覧ください。 

DISKSPD を使用してワークロード ストレージのパフォーマンスをテストする 
🌐🌐https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure-stack/hci/manage/diskspd-overview 

ローカルアクセス測定用のコマンドラインの例： 
 .\diskspd -t2 -o32 -b4k -r4k -w0 -d120 -Sh -D -L -c5G D:\IO.dat > result01.txt ↲ 

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure-stack/hci/manage/diskspd-overview
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1.4 実施環境について 

ここでは、HDL-Zシリーズの 4ドライブ SSDモデルを記憶域スペースを用いて構成し、iSCSIまたは SMB
共有経由でアプリケーションに対して記憶域を提供する環境を準備します。 

NAS デバイスの 10GbE LAN ポートは 10GbE 対応スイッチに接続し、同じく 10GbE 対応の LAN ポート
を持つアプリケーション（Hyper-Vおよび SQL Serverを想定）との間で記憶域へのアクセス専用の内部ネ
ットワークを構成し、社内のトラフィックと分離します。NAS デバイスの残る 1Gbps の LAN ポートはク
ライアントや管理用端末として利用する Windows 10 コンピューター、およびアプリケーションサーバー
と同じ社内の IPサブネットにそれぞれ接続します。 

 
図：iSCSI経由でアプリケーション用記憶域をサーバーに提供するネットワーク構成の例 

SMB共有経由でアプリケーション用の記憶域を提供する場合、社内ネットワークに Active Directoryドメ
イン環境が必須です。NASデバイスとアプリケーションサーバーは Active Directoryドメインのメンバー
サーバーとして構成する必要があります。これは、SMB 共有に対するアクセス許可をサーバーのコンピュ
ーターアカウントに付与するために必要です。 
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図：SMB経由でアプリケーション用記憶域をサーバーに提供するネットワーク構成の例 

iSCSIまたは SMBアクセス専用の高速リンクの内部ネットワークのサブネットを構成する場合、NASデバ
イスとサーバーの 10GbE LANポートの IP v4アドレスとサブネットマスクを手動で静的に設定します。デ
フォルトゲートウェイの指定は不要です。 

Windows はデフォルトゲートウェイのないネットワークを「識別されていないネットワーク」として検出
し、「パブリックネットワーク」として構成して、Windowsファイアウォールの「パブリック」プロファイ
ルの規則を適用します。「パブリック」プロファイルの規則は受信トラフィックのほとんどをブロックする
ため、既定の設定のままでは iSCSIや SMBのアクセスがすべてブロックされてしまいます。 

これの問題を回避するには、iSCSI に対応する受信の規則を「パブリック」プロファイルで有効化します。
iSCSI用には「iSCSI サービス」グループまたは TCPポート 3260 に対する受信の規則の許可、SMB 用に
は「ファイルとプリンターの共有」グループまたは TCPポート 445に対する受信の規則の許可を行います。 

内部ネットワークに NAS やサーバー以外のデバイスが他に接続されていない場合は、個別の受信の規則を
有効化するよりも、「パブリック」プロファイルを無効化してしまうほうが簡単です。それには、NASデバ
イスとサーバーの［セキュリティが強化されたWindows Defenderファイアウォール］（WF.msc）を開き、
「パブリック」プロファイルを無効化してください。最上位にある［ローカルコンピューターのセキュリテ
ィが強化されたWindows Defenderファイアウォール］を右クリックして［プロパティ］を選択し、［パブ
リックプロファイル］タブに切り替え、［ファイアウォールの状態］を「有効（推奨）」から「無効」に変更
します。 
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画面：「パブリック」プロファイルのファイアウォール規則を無効化する 

残る 1Gbps の LAN ポートはオプションで社内サブネットまたは内部ネットワークのいずれかに接続し、
NICチーミングによる冗長化や SMBマルチチャネルの利点を生かすこともできます。なお、HDL-Zシリー
ズの NASの 10GbE および 1Gbps の LANポート RSS（Receive Side Scaling）に対応しており、LANポ
ート 1つだけの接続でも SMBマルチチャンネルによるスループット向上が期待できます。特に、SMB 3経
由の Hyper-V（Hyper-V over SMB）および SQL Serverデータベース（SQL Server over SMB）のスル
ープット向上に寄与します。SMB 3の機能については以下のドキュメント、およびホワイトペーパー、最新
ファイルサーバー『1. インフラ編』を参照してください。 

参考：Windows Server の SMB 3 プロトコルを使用したファイル共有の概要 
🌐🌐https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/file-server/file-server-smb-
overview 

 

2. マルチディスクモードへの切り替え 

HDL-Zシリーズの NASで記憶域スペースを利用するには、工場出荷時既定の RAIDモード（RAID-1およ
び RAID-5）を、マルチディスクモードに切り替える必要があります。 

2.1 リカバリーメディアを使用したシステムのリカバリー 

マルチディスクモードへの切り替えは、システムリカバリーを実施することで行います。システムリカバリ

https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-04
https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-04
https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/file-server/file-server-smb-overview
https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows-server/storage/file-server/file-server-smb-overview
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ーを実施するには、以下の機材が必要になります。 

 HDMI 対応ディスプレイ ･･･ D-Sub や DVI コネクタのディスプレイをご利用の場合は HDMI－D-
Sub（VGA、RGB）変換アダプター（アイ・オー・データ推奨製品：DA-ADH/V）や HDMI－DVI変換
ケーブル（アイ・オー・データ推奨製品：GP-HDDVI）で対応できます。 

 USBキーボードおよびマウス 

 USB外付け DVDドライブ ･･･ リカバリーメディアが USBメモリの場合は不要 

 製品に付属するリカバリーメディア（DVDまたは USBメモリ） 

マルチディスクモードへの切り替え方法について詳しくは、『LAN DISK Z 管理マニュアル』の『故障時の
対応｜システムをリカバリーする』の項を参照してください。 

LAN DISK Z管理マニュアル 
🌐🌐https://www.iodata.jp/lib/manual/pdf2/hdl-z19si3a_kanri.pdf 

 

 
画面：リカバリーメディアから起動して「2」を選択し、マルチディスクモードでリカバリーする 

 
工場出荷時に状態に戻るとは 

システムのリカバリーを実行すると、現在の C:ドライブおよびデータ領域はクリアされ、完全に工場
出荷時の状態に戻ることに留意してください。 

https://www.iodata.jp/lib/manual/pdf2/hdl-z19si3a_kanri.pdf
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2.2 マルチディスクモードのディスク構成 

1 つ目の SSD ドライブに 100MB の EFIシステムパーティション（ブート構成データを含む）と NTFS 形
式でフォーマットされた約 100GBの OSボリューム（C:ドライブ）が作成され、1台目の残りの領域は未
割り当ての状態で工場出荷時の状態に戻ります。*5 残りの 3台の SSDドライブは初期化されていない未使
用ディスクとして認識されます。 

*5 実際には、EFI システムパーティション（第 1 パーティション）と OS ボリューム（第 3 パーテ
ィション）の間の第 2パーティションとして MSRと呼ばれる非表示の予約パーティション（128MB）
が作成されます。 

1 台目の SSD ドライブの未割り当て領域は、ボリュームを作成して作業領域などに利用できます。残りの
未使用の 3台の SSDドライブのディスクを使用して記憶域スペースをセットアップします。 

 
画面：マルチディスクモードでリカバリー後の物理ディスクとパーティション構成 

 

 

 



 

14│ 

 

2.3 システムの初期設定とシステムイメージのバックアップ 

マルチディスクモードで工場出荷時の状態にリカバリーしたら、コンピューター名の設定やネットワークの
設定（IPアドレスの設定やドメイン参加設定）など初期設定を行い、Windows Updateを実施して OSを
最新状態に更新します。 

EFIシステムパーティションと OSドライブが RAID 1でミラー化されている標準の RAIDモードとは異な
り、マルチディスクモードの EFIシステムパーティションと OSドライブ（つまり 1台目の SSDドライブ）
はディスク障害から保護されません。ディスク障害からシステムを保護するために、システム設定を変更す
る都度（初期設定の後、記憶域スペースの作成後など）、システムイメージ（ベアメタル回復用）のバックア
ップを USB外付けハードディスクなどの外部メディアに作成しておくことをお勧めします。 

システムイメージをバックアップするには、［Windows Serverバックアップ］を使用して［単発バックア
ップ］を実行し、［カスタム］を選択してバックアップ対象として［ベアメタル回復］をチェックして自動選
択される項目をバックアップします。 

 
画面：［Windows Serverバックアップ］で［単発バックアップ］を実行し、ベアメタル回復用のバックア

ップを作成する 

記憶域スペースのシンプルレイアウト以外の仮想ディスクの場合、1台のディスク障害からデータが保護さ
れます。シンプルレイアウトの仮想ディスクのデータ、および 1台以上のディスク障害からデータを保護す
るには、データ用のボリュームを対象により頻繁なサイクル（日次、週次など）スケジュールバックアップ
を検討してください。 
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3. 記憶域スペースのセットアップ 

未使用の 3 台の SSD ドライブのディスクを使用して、記憶域プールを作成し、記憶域プールから仮想ディ
スクを切り出してデータ用のボリュームを準備します。 

 

3.1 記憶域プールの作成 

次の手順に従って記憶域プールを作成します。 

1. ［サーバーマネージャー］の［ファイルサービスと記憶域サービス］を開き、［ボリューム▶記憶域プ
ール］を展開します。 

2. 物理ディスクの一覧に 3台の未使用の SSDドライブのディスクが認識されていることを確認します。
記憶域プールの一覧にある名前「Primordial」（“原始“、“最初から存在する“、“根本となる“といった意）、
種類「利用可能なディスク」を右クリックし、［記憶域プールの新規作成］を選択します。 

 

3. ［個区域プールの新規作成ウィザード］が始まります。［記憶域プールの名前とサブシステムの指定］
の画面で［名前］に分かりやすいプール名を入力し、ルートプール「Primordial」を選択して［次へ］
をクリックします。 
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4. ［記憶域プールの物理ディスクを選択］の画面で 3台の SSDディスクを割り当て［自動］としてすべ
て選択し、［次へ］をクリックします。 

 

5. ［選択内容の確認］の画面で［作成］をクリックし、記憶域プールを作成します。作成が完了したら［閉
じる］をクリックしてウィザードを終了します。そのまま仮想ディスクの作成に進むこともできますが、
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ここでは仮想ディスクの作成に進まずに、そのままウィザードを閉じてください。 

 

 

3.2 仮想ディスクとボリュームの作成 

記憶域プールを作成したら、記憶域プールに統合されたディスク領域（894GB×3ドライブの合計 2.62TB）
から領域を仮想ディスクとして切り出し、ディスクレイアウトで可用性やパフォーマンスオプションを付与
し、その後、仮想ディスク上にボリュームを作成します。 

仮想ディスクの作成 

1. 記憶域プールの一覧から先ほど作成した記憶域プールを右クリックし、［仮想ディスクの新規作成］を
選択します。［記憶域プールの選択］ダイアログボックスが表示されるので［OK］をクリックします。 
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2. ［仮想ディスクの新規作成ウィザード］が始まります。最初の［開始する前に］の画面は［次へ］をク
リックして先に進みます。 

3. ［仮想ディスク名の指定］の画面で［名前］に分かりやすい名前を入力して［次へ］をクリックします。 

 

4. ［エンクロージャの回復性の指定］の画面では［次へ］をクリックします。HDL-Zシリーズの NASは
エンクロージャ認識機能（複数のエンクロージャがある場合、それを認識して 1つのエンクロージャの
障害から記憶域を保護するように仮想ディスクをレイアウトする機能）をサポートしていません。 

5. ［記憶域のレイアウトの選択］の画面で、「Simple（シンプル）」、「Mirror（ミラー）」、「Parity（パリテ
ィ）」からディスクレイアウトを 1つ選択し、［次へ］をクリックします。1台のディスク障害から保護
する場合は「Mirror（ミラー）」または「Parity（パリティ）」を選択します。 

 

6. ［プロビジョニングの種類の指定］の画面では［最小限］または［固定］を選択し、［次へ］をクリッ
クします。［最小限］を選択するとシンプロビジョニングとなり、実際に書き込まれた領域のみが記憶
域プールから消費されます。仮想ディスクのサイズはあとから拡張、縮小できるため、容量の見積もり
が予め出来ている場合は［固定］を、あとで使用状況に応じて調整したい場合は［最小限］を選択する
とよいでしょう。※シンプロビジョニングは本来、実際のディスク容量以上のサイズを仮想ディスクの
割り当て、容量が不足してきたら新たにディスクを追加して拡張していくといったシナリオで有効です。
HDL-Zシリーズの NASはドライブ数が固定のためそのシナリオには対応できません。 
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7. ［仮想ディスクのサイズの指定］の画面で仮想ディスクに割り当てるサイズを指定し、［次へ］をクリ
ックします。割り当て可能なサイズは、記憶域プールの現在の空き領域と、作成する仮想ディスクのデ
ィスクレイアウトに制限されます。また、SSDを含む記憶域プールに作成する仮想ディスクには、既定
で 1GBのライトバックキャッシュが構成され、その分、記憶域プールから領域が消費されます。 

 

8. ［選択内容の確認］の画面で［作成］をクリックし、仮想ディスクを作成します。 
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9. ［結果の表示］の画面で仮想ディスクの作成が問題なく完了したことを確認します。［このウィザード
を閉じるとボリュームを作成します］オプションが既定で選択されているため、［閉じる］をクリック
するとボリュームの作成に進みます。なお、3 台の SSD ドライブのディスクで記憶域スペースを作成
すると、［ディスクの管理］スナップイン（Diskmgmt.msc）からは 3台のディスクは見えなくなりま
す。代わりに、記憶域ディスクから仮想ディスクを作成すると、仮想ディスクが物理ディスクと同じよ
うに新たなディスクとして［ディスクの管理］スナップインに出現します。つまり、仮想ディスクを作
成したあとは、Windowsからは仮想ディスクを物理ディスクとまったく同じように扱えるというわけ
です。 

 

ボリュームの作成 

［仮想ディスクの新規作成ウィザード］を閉じると、［新しいボリュームウィザード］が開始するので、次
の手順に従ってボリュームを作成します。［仮想ディスクの新規作成ウィザード］の最後に［このウィザー
ドを閉じるとボリュームを作成します］オプションのチェックを外してウィザードを終了した場合は、［サ
ーバーマネージャー］の［ファイルサービスと記憶域サービス▶ボリューム］から同じウィザードを開始で
きます。実は、仮想ディスクにボリュームを作成する手順は、未使用の物理ディスクにボリュームを作成す
る手順と変わりません。 

1. ［新しいボリュームウィザード］の最初の［開始する前に］の画面は、［次へ］をクリックして先に進
みます。 

2. ［サーバーとディスクの選択］の画面では、先ほど作成した仮想ディスクが選択されていることを確認
し、［次へ］をクリックします。 
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3. ［ボリュームのサイズの指定］の画面では、使用可能な最大サイズを［ボリュームサイズ］に指定して
［次へ］をクリックします。 

 

4. ［ドライブ文字またはフォルダーへの割り当て］の画面でボリュームをマウントするドライブ文字を指
定し、［次へ］をクリックします。 
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5. ［ファイルシステム形式の選択］の画面で［ファイルシステム］として［ReFS］を選択し、ボリューム

ラベルに分かりやすい名前を入力して［次へ］をクリックします。 

 

6. ［データ重複除去を有効にする］の画面では、必要に応じてデータ重複除去を構成します。この設定は
オプションです。 

7. ［設定内容の確認］の画面で［作成］をクリックし、ボリュームを作成します。 

 

8. ［完了］の画面でボリュームの作成が問題なく完了したことを確認し、［閉じる］をクリックしてウィ
ザードを終了します。作成したボリュームはこの後、iSCSI や SMB 共有でアプリケーションデータ格
納用に構成します。 
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パリティレイアウトの仮想ディスクの作成が失敗する場合は･･･ 

3台の SSDドライブのディスクで
作成した記憶域スペースに、ディ
スクレイアウト「Parity（パリテ
ィ）」の仮想ディスクを作成する場
合、“仮想ディスクを作成できませ
んでした – Not Supported･･･”
のエラーで失敗する場合がありま
す。原因は不明ですが、特定の条件
下で、ウィザードが実行する仮想
ディスクの作成パラメーターが不
適切な状態になるためと考えられ
ます。 

この問題を回避するには、PowerShellの New-VirtualDiskコマンドレットを使用して仮想ディスクを

作成します。例えば、固定割り当て 1TB のパリティレイアウトの仮想ディスクを作成するには次のコ

マンドラインを実行します。シンプロビジョニングで作成するには、さらに-ProvisioningType Thinパ

ラメーターを追加してください（省略時の既定のプロビジョングの種類は固定の Fixedです）。 
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PS C:\> New-VirtualDisk -FriendlyName <仮想ディスク名> -ResiliencySettingName Parity 
-Size 1TB -StoragePoolFriendlyName <記憶域プール名> ↲ 

New-VirtualDisk コマンドレットで仮想ディスクを作成したら、［サーバーマネージャー］の［ファイ
ルサービスと記憶域サービス▶ボリューム▶ディスク］を開き、作成されたディスクをオンラインにし
て、ディスク上にボリュームを新規作成します。 

 
画面：New-VirtualDiskコマンドレットで仮想ディスクを作成し、ディスクをオンラインにしてからボ

リュームを作成する 

 

ディスクレイアウトと可用性 

次の画面は、3台の SSDドライブで作成した記憶域スペースに、シンプル、ミラー、パリティのそれぞれの
ディスクレイアウトで仮想ディスクを作成し（VDISK_SIMPLE、VDISK_MIRROR、VDISK_PARITY）、ボ
リュームを作成した環境で、3台の SSDドライブのうち 1台を切断（ドライブから抜く）したものです。 

ミラーとパリティの仮想ディスクは警告（！）マークが付きますが、ボリュームに対するデータの読み書き
は引き続き可能です。一方、シンプルの仮想ディスクは重大（×）マークが付き、ボリュームに対するデー
タの読み書きは不能になります。 

ディスクを再挿入すると、自動的に同期され、短時間で正常な状態に復旧します。 
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画面：記憶域スペースから 1台の物理ディスクを抜いたときの各仮想ディスクの状態。シンプル以外は 1台

のディスク障害が発生してもボリュームへのアクセスが失われることがない 

 

4. アプリケーションのための記憶域の準備－iSCSIを使用 

3台の SSDドライブのディスクで作成した記憶域スペースの仮想ディスク（パリティまたはミラーを推奨）
のボリュームを、Windows Server IoT 2019 for Storageの iSCSIターゲットサーバー用の仮想ディスク
*6の配置先として利用することで、10GbE対応 LANとともに、iSCSI経由のファイルアクセスで高性能な
I/Oパフォーマンスを提供することができます。 

*6 iSCSIターゲットサーバー用の仮想ディスクは、記憶域スペースの仮想ディスクとは全く異なり、
Hyper-Vと共通の仮想ハードディスクファイル（.vhdx）のことです。 

 

4.1 iSCSIターゲットのセットアップ 

Windows Server IoT 2019 for Storageは、通常版のWindows Serverと同様に、iSCSIターゲットサー
バーとして、IP ネットワークベースの記憶域ネットワーク（SAN）を構成することができます。Windows 
Server IoT 2019 for Storageには既定で［iSCSIターゲットサーバー］の役割サービスがインストールさ
れているはずですが、念のため［サーバーマネージャー］の［役割と機能の追加ウィザード］を使用して、
［ファイルサービスと記憶域サービス▶ファイルサービスおよび iSCSIサービス▶iSCSIターゲットサーバ
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ー］がインストール済みになっていることを確認してください。インストールされていない場合は追加でイ
ンストールします。 

［サーバーマネージャー］の［ファイルサービスと記憶域サービス▶iSCSI］を開き、［新しい iSCSI仮想デ
ィスクウィザード］を実行して、記憶域スペースから仮想ディスクのボリュームに iSCSI仮想ディスクを作
成し、iSCSI ターゲットを構成します。パフォーマンスを最大化するには、容量割り当て時に［容量固定］
で割り当ててください。そのほか、iSCSIターゲットと iSCSIイニシエーターのセットアップ手順や使用方
法について詳しくは、ホワイトペーパー『生産性向上術 1. ファイルサービス編』を参照してください。 

 
画面：記憶域スペースの仮想ディスク上のボリュームを指定して、iSCSI 仮想ディスク（.vhdx）を作成す

る 

 
画面：パフォーマンスを最大化するためには［容量固定］を選択する 

https://www.iodata.jp/biz/whitepaper/index.htm#IoT2019-08
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4.2 アプリケーションサーバーからの iSCSIターゲットへの接続 

アプリケーションサーバー（Windows Server上の Hyper-Vや SQL Server、VMware ESXiなど）では、
iSCSI イニシエーターを構成して iSCSI ターゲットに接続します。最も高速な LAN リンクを確実に使用す
るように、IP アドレスで指定することをお勧めします。具体的には、SAN 専用のネットワークセグメント
に接続され NASの IPアドレスを指定して iSCSIターゲットサーバーに接続します。 

Windows Serverの場合は、スタートメニューの［Windows管理ツール▶iSCSIイニシエーター］を使用
して、［ターゲット］に IPアドレスを指定します。 

iSCSIターゲットサーバーに接続したら、iSCSIの LUNディスクが認識されるので、［ディスクの管理］ス
ナップイン（Diskmgmt.msc）または［サーバーマネージャー］の［ファイルサービスと記憶域サービス▶
ボリューム▶ディスク］を使用して初期化し、ReFS 形式（推奨）でフォーマットし、空いているドライブ
文字にボリュームをマウントします。アプリケーションサーバーのためには ReFS 形式を推奨しますが、
NTFSでしかサポートされない機能を利用したい場合、あるいはアプリケーション（例：SQL Server 2012）
が ReFSに対応していない場合は NTFS形式でフォーマットします。 

 
画面：アプリケーションサーバーに iSCSI の LUN ディスクを接続し、ReFS 形式でフォーマットしてボリ

ュームを作成、マウントする 

ローカルマウントした iSCSI LUN ディスクは、物理ディスクと全く同じように扱えます。アプリケーショ
ンデータの格納先として利用するには、iSCSI LUNディスクのドライブのパスを指定して Hyper-V仮想マ
シンや SQL Serverデータベースを配置するだけです。 
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画面：iSCSI LUN ディスクをマウントしたボリュームにアプリケーションデータを配置する（この例は
Hyper-V仮想マシン） 

 

5. アプリケーションのための記憶域の準備－SMB共有を使用 

3台の SSDドライブのディスクで作成した記憶域スペースの仮想ディスク（パリティまたはミラーを推奨）
に、アプリケーション用の SMB 共有を作成し、アプリケーション用にアクセス許可を設定します。ここで
は、アプリケーションとしてWindows Serverの Hyper-Vおよび SQL Serverを想定し、それぞれ Hyper-
Vの仮想マシン（仮想マシン構成ファイルおよび仮想ハードディスク、状態ファイルなど）と SQL Server
データベースファイルを SMB 共有に配置するための構成を行います。これらの展開シナリオは、Hyper-V 
over SMBや SQL Server over SMBと呼ばれることもあります。 

少し古いドキュメントですが、Hyper-V over SMBおよび SQL Server over SMBのシステム要件などは、
以下のドキュメントが参考になります。 

Deploy Hyper-V over SMB 
🌐🌐https://docs.microsoft.com/en-us/previous-versions/windows/it-pro/windows-server-2012-
R2-and-2012/jj134187(v=ws.11) 

Using SQL Server in Windows 8 and later versions of Windows operating system 
🌐🌐https://docs.microsoft.com/ja-jp/troubleshoot/sql/general/sql-server-windows-8-later-
versions 

https://docs.microsoft.com/en-us/previous-versions/windows/it-pro/windows-server-2012-R2-and-2012/jj134187(v=ws.11)
https://docs.microsoft.com/en-us/previous-versions/windows/it-pro/windows-server-2012-R2-and-2012/jj134187(v=ws.11)
https://docs.microsoft.com/ja-jp/troubleshoot/sql/general/sql-server-windows-8-later-versions
https://docs.microsoft.com/ja-jp/troubleshoot/sql/general/sql-server-windows-8-later-versions
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アプリケーション用 SMB共有には Active Directoryドメイン環境が必須 

Hyper-V over SMBと SQL Server over SMBのどちらの展開シナリオの場合も、Active Directoryド
メイン環境が必須です。これはドメインのコンピューターアカウントに対するアクセス許可や委任設
定、SQL Serverサービスアカウントのドメイン要件があるからです。 

 

5.1 アプリケーション用 SMB共有の作成 

［サーバーマネージャー］を使用すると、アプリケーションに最適化された SMB 共有を簡単に作成するこ
とができます。 

1. ［サーバーマネージャー］の［ファイルサービスと記憶域サービス▶共有］を開き、［新しい共有ウィ
ザード］を開始します。 

2. ［新しい共有ウィザード］の［この共有のプロファイルを選択］の画面で［SMB共有 – アプリケーシ
ョン］を選択して［次へ］をクリックします。 

 

3. ［この共有のサーバーとパスの選択］の画面で、仮想ディスクに作成したボリュームを選択し、［次へ］
をクリックします。 
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4. ［共有名の指定］の画面で［共有名］に分かりやすい名前を入力し、［次へ］をクリックします。 

 

5. ［他の設定］の画面では、［データアクセスの暗号化］オプションのみを構成することが可能です。ア
プリケーション用の SMB共有ではその他のオプションは適さないため、有効化できなくなっています。
SMB 暗号化（SMB バージョン 3 以上が必要）を有効化する場合は、［データアクセスの暗号化］オプ
ションをチェックしてください。この設定はオプションです。［次へ］をクリックして先に進みます。 
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6. ［アクセスを制御するアクセス許可の指定］の画面で［アクセス許可をカスタマイズする］をクリック
し、使用するアプリケーション用のアクセス許可を設定します。 

SMB 共有を Hyper-V の仮想マシン格納用に準備するには、Hyper-V を実行するサーバーのコンピュ
ーターアカウント（ドメインアカウント）がフルコントロールのアクセス許可を持つように、共有アク
セス許可、およびファイルシステム（ReFSまたは NTFS）アクセス許可を設定します。 

 

SMB 共有を SQL Server のデータベース格納用に準備するには、SQL Server インスタンスのサービ
スアカウント（ドメインアカウントであることが必須）がフルコントロールのアクセス許可を持つよう
に、共有アクセス許可、およびファイルシステム（ReFSまたは NTFS）アクセス許可を設定します。 

Hyper-V のコンピューターアカウント 
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7. アクセス許可を適切に設定したら［設定内容の確認］の画面で［作成］をクリックして、共有フォルダ
ーを作成します。 

Hyper-Vのためのサービスの委任設定 

SMB共有を Hyper-Vの仮想マシン格納用に準備するには、共有アクセス許可およびファイルシステムアク
セス許可に加えて、Hyper-V を実行するサーバーに対して、ファイルサーバー（この場合 NAS）のファイ
ルサービスに対する委任設定を行う必要もあります。 

それには、ドメインコントローラーの［Active Directory ユーザーとコンピューター］を使用して、
［Computers］コンテナーにある Hyper-Vのサーバー（以下の画面の例ではWS2019）のプロパティを開
き、［委任］タブに切り替え、［指定されたサービスへの委任のみでこのコンピューターを信頼する］と
［Kerberosのみを使う］（または［任意の認証プロトコルを使う］）を選択します。さらに、［追加］をクリ
ックして、NASのコンピューターの［cifs］サービス（SMBサービスのこと）を追加します。 

 
画面：ドメインコントローラーで Hyper-V over SMBのための委任設定を行う 

SQL Server のサービスアカウント 
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5.2 アプリケーション用 SMB共有への接続 

アプリケーションサーバーからは、SMB共有の UNCパスを使用してアプリケーションデータをアプリケー
ション用 SMB 共有に配置します。アプリケーション用 SMB 共有のために専用のネットワークセグメント
を構成している場合は、最も高速な LANリンクを確実に使用するように IPアドレスで UNCパスを指定す
ることをお勧めします。具体的には、専用のネットワークセグメントに接続され NASの IPアドレスを使用
した「\\IPアドレス\共有名」を使用します。 

Hyper-V仮想マシンの SMB共有への新規作成 

Hyper-Vは初期のバージョンからSMB共有への仮想マシンの配置が可能でしたが、Windows Server 2012
以降からは、SMBバージョン 3.0の SMB共有への配置が正式にサポートされています。 

SMB共有に新規に仮想マシンを作成して配置するには、［Hyper-Vマネージャー］の［仮想マシンの新規作
成ウィザード］で［仮想マシンを別の場所に格納する］を選択し、SMB共有の UNCパスから始まるパスを
指定します。あるいは［Hyper-Vの設定］オプションで、［仮想ハードディスク］と［仮想マシン］の既定
のフォルダーを SMB 共有の UNC パスから始めるパスに変更し、既定のパスに仮想マシンを新規作成しま
す。なお、これらの作業は Hyper-Vを実行するWindows Serverにドメインアカウントでログオンして行
ってください。 

 
画面：仮想マシンを SMB共有の UNCパスで始まるパス内に作成する 
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画面：仮想マシンを開始して問題なく起動できることを確認する 

Hyper-V仮想マシンの SMB共有への移動 

既に Hyper-V上にローカルディスクに作成した仮想マシンが存在する場合は、［Hyper-Vマネージャー］の
仮想マシンの移動ウィザードを使用して簡単に SMB共有に配置先を移動できます。 

1. 移動する仮想マシンが実行中の場合はシャットダウンして停止状態にします。 

 

2. 仮想マシンを右クリックして［移動］を選択し、［"仮想マシン名"の移動ウィザード］を開始します。最
初の［移動の種類を選択］の画面では、［仮想マシンの記憶域を移動する］を選択します。 



 

35│ 

 

 

3. ［記憶域の移動オプションの選択］の画面で［仮想マシンのすべてのデータを 1つの場所に移動する］
を選択して［次へ］をクリックします。 

 

4. ［仮想マシンの新しい場所を選択］の画面で配置先の SMB 共有の UNC パスから始まるパスを入力し
ます。移動先のパスは先に作成しておく必要があります。 
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5. ［移動ウィザードの完了］の画面で［完了］をクリックし、仮想マシンのファイルを移動します。移動
が完了すると、ウィザードは終了します。 

 

6. 仮想マシンの移動が完了したら、仮想マシンをオンにし、正常に起動することを確認します。 
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SQL Serverデータベースの SMB共有への配置 

SQL Serverはバージョン 2012以降で NTFSボリューム上の SMBファイル共有を、バージョン 2014以
降）で ReFS ボリューム上の SMB ファイル共有をデータベースファイルの配置先としてサポートしていま
す。 

SQL Serverデータベースを SMB共有に配置するには、SQL Serverのデータベースエンジンのインストー
ル時に SQL Serverのサービスアカウントとしてドメインユーザーアカウントを指定します。そして、デー
タディレクトリとしてアプリケーション用 SMB共有の UNCパスから始まるパスを指定します。 

 
画面：SQL Serverのサービスアカウントとしてドメインユーザーアカウントを指定する 

 
画面：データディレクトリとして SMB共有の UNCパスから始まるパスを指定する 
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